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はじめに 

本稿は、2021 年度から実施している「見る場所を

見る――アーティストによる鳥取の映画文化リサー

チプロジェクト」の研究成果の一部である。 

同プロジェクトでは、鳥取県内にかつてあった映

画館とレンタルビデオ店を調査し、イラストレータ

ーClara によるイラストを通じた記憶の復元を試み

てきた。2022 年 1 月 24 日〜30 日に、鳥取市内を調

査対象とした研究成果報告展「見る場所を見る――

イラストで見る、鳥取市内の映画館＆レンタルビデ

オショップ史」を開催（於 Gallery そら）。翌年に

は杵島和泉が共同企画者に加わり、2023 年 1 月 30

日〜2 月 5 日に米子市・境港市内を対象とした研究

成果報告展「見る場所を見る 2――アーティストに

よる鳥取の映画文化リサーチプロジェクト」を開催

した（於 Gallery そら）。8 月 1 日〜30 日には、米

子市立図書館との共催事業として巡回展「見る場所

を見る 2+――イラストで見る米子の映画館と鉄道

の歴史」（於 米子市立図書館）、12 月 21 日〜26 日に

は倉吉市内・郡部を調査対象とした研究成果報告展

「見る場所を見る 3――アーティストによる鳥取の

映画文化リサーチプロジェクト」を開催（於 Gallery 

そら）。十分な資料が残っていない郡部を除き、鳥取

県東中西部の映画館とレンタルビデオ店の開閉館に

関する調査を一通り完了させることができた。 

2024 年度からは、これまでの研究成果や、調査の

過程でご提供いただいた資料や情報をもとに、個別

のテーマや論点の掘り下げを行っている。その一環

として、6 月 22 日に講座「親子で楽しむ映画の歴史」

（麒麟のまちアカデミー教養コース、於 鳥取市文化

センター）を実施。8 月 22 日〜31 日には、講演内容

に基づいた展覧会「見る場所を見る 3+――親子で楽

しむ映画の歴史」を開催した（於 鳥取市立中央図書

館）。本稿では、同展覧会場で配布した解説文に大幅

な加筆修正を行い、鳥取で児童観客が大きな存在感

を放っていた 3 つの時期を取り上げ、今後の調査研

究の土台となる論点を提示する。 

Ⅰ章では、幻燈や活動写真が鳥取に持ち込まれた

映画黎明期から、常設活動写真館が増加する 1920

年代に注目し、鳥取における映画文化の広がりに児

童観客が深い関わりを持っていたことを確認する。 

Ⅱ章では、戦後間もない 1940 年代後半から 50 年

代にかけて、すなわち娯楽の中心が映画からテレビ

へと移行する端境期において、教育目的の映画が、

郡部など映画館が少ない地域における鑑賞機会確保

の役割を担っていたことを明らかにする。 

Ⅲ章では、1960 年代後半から始まる「東映まんが

まつり」に注目し、鳥取市の映画館で子ども向けの

映画がどの程度上映されていたのかを興行日誌から

確認すると共に、当時、子どもにとって映画館はい

かなる場所としてイメージされていたのかを、アン

ケート調査から浮かび上がらせる。 
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なお執筆の分担については、佐々木がⅠ章 1・4・

7 節とⅡ章、杵島がⅠ章 2・3・5・6 節とⅢ章を担当

し、両者で全体の確認と修正を行った。 

 

Ｉ．黎明期の映画と子ども（1910-20 年代） 

1. 八頭で行われていた視聴覚教育 

「見る場所を見る――鳥取の映画文化リサーチプ

ロジェクト」の調査を続ける中で、 長らく祥雲寺（八

頭郡八頭町）に保管されていた 16 ミリ映写機や 16

ミリフィルム、スライド映写機などをご提供いただ

いた（図 1）。これらが残されていた経緯は一切不明

だが、スライド映写機の背面に「下山手校 No.1」と

いう記載があることから、学校教育の現場で活用さ

れていたものが寄贈されたか、もしくは学校と祥雲

寺が何らかの協力関係を結び、視聴覚教育を実践し

ていたのではないかと思われる。 

 

 

図 1 祥雲寺からの寄贈資料 

（「見る場所を見る 3+」展示風景） 

 

またこれら資料の寄贈を受けたのと同時期に、偶

然、鳥取県立図書館に雑誌『映画教育』（大阪毎日新

聞社）の 1932 年（昭和 7）5 月号から 1933（昭和 8）

年 10 月号までが所蔵されていることを知った。この

うち 1932 年 7 月号〜1933 年新年特別号には、日本

の視聴覚教育史に残る重要な論争「動く掛図論争」

に関連した座談会が掲載されている 1。資料には寄

贈者として「坂尾裕正」、また「鳥取県八頭郡八東村

長源寺内／佛教宣揚會映画傳道班長／野崎鐵文」の

印が押されていた。 

野崎鐵文は 1912（明治 45）年に『黄檗之由来』（瞎

驢眼出版部）を著しており、その奥付を見ると、彼

が八頭郡小畑村字岩渕村在住の士族であったことが

確認できる。具体的な時期は不明だが、野崎は幻燈

機や映画を活用した視聴覚教育に関心を持ち、『映画

教育』誌などで知識を得ながら、映画を用いた仏教

宣揚会を行っていたことが推測できる。 

1876（明治 9）年に鳥取県が廃止されて島根県に

併合され、鳥取県の再置運動が起こる中で、多数の

聴衆を集めての演説会も盛んになった。「演説」と称

して実施されるのは政治運動だけではなく、「キリス

ト教演説会」「仏教演説会」「皇道演説会」など、学

校教育とは異なる場所で、民衆教化を目的とした各

種演説会が行われていた 2。野崎の仏教宣揚会も、

こうした演説会の系譜に連なるものだったのだろう。 

 

2. 新たな研究対象としての「子ども」 

これらの資料についての調査を進める中で、「見る

場所を見る」の新たな研究対象として、鳥取におけ

る視聴覚教育、さらには子どもの映画観客（児童観

客）という存在が浮上してきた。思い返してみると、

展覧会場で募ったアンケートでも、幼少期に家族で

映画を見に出かけたエピソードや、学校教育の一環

で映画を見たというエピソードが繰り返し語られて

いたことに気づく。以下、一部を紹介しよう。 

 

「私たちが子どもの頃は「ラジオ」が主流で時々

祖母に連れられて行く「世界館」の大映シリーズ

「市川雷蔵」ものの立ち回りを見ました。学校で

連れられて みんなで「ディズニーシリーズ」も見

ました。」（展覧会「見る場所を見る」アンケート

より） 

 

「私は昭和 20 年代の生まれですが、私が小学生の

頃は、まだ朝日町辺りに 2、3 の映画館があったの

を覚えています。当時「ゴジラ」とかの映画を見

たと思います。また学校から集団で「ディズニー

映画」「白雪姫」とか「ダンボ」を見に行った記憶

があります。」（展覧会「見る場所を見る 2+」アン

ケートより） 

 

「東映動画「安寿と厨子王」を保育園で倉吉東映

に観に行ったのが、一番古い映画体験です。小学

校時代は有楽座に怪獣映画を、高校時代には日本

館に洋画をよく観に行きました。」（展覧会「見る

場所を見る 3」アンケートより） 

 

「子供の頃の映画鑑賞は TV が中心でしたが、学校

に配られたチラシの映画（「はだしのゲン」「ガラ

スのうさぎ」「太陽の子」など）を鳥取市民会館に

観に行く事もありました。「東映まんがまつり」も

鳥取東映に 2 回ほど観に行ったおぼえがあります。

1 度は春だったのですが、アイスクリームのプレ

ゼントがあったものの、大変寒い日だったのを覚
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えています。」（展覧会「見る場所を見る 3+」アン

ケートより） 

 

これらのアンケートや寄贈資料をもとに、さらな

る文献調査や資料の収集を行い、鳥取の映画史と子

どもの関わりについての研究を進めた。その成果報

告として、2024 年 6 月 22 日に講座「親子で楽しむ

映画の歴史」（麒麟のまちアカデミー教養コース）を

鳥取市文化センター2 階会議室 5 で実施し、同年 8

月 22 日〜31 日には、講演内容をさらに発展させた

研究成果に基づく展覧会「見る場所を見る 3+――親

子で楽しむ映画の歴史」を鳥取市立中央図書館の市

民ギャラリーで開催した（図 2）。これまでに収集し

た資料に加え、イラストレーション・ドキュメンタ

リーの方法論を用いた Clara の新作イラスト 3 点・

旧作 8 点を展示。また 8 月 24 日には関連イベント

として、「16 ミリフィルム映画で見る「動く絵本」」

と題した親子向けの上映会を同館の多目的ホールで

実施した。 

 

 

図 2 「見る場所を見る 3+」展示風景 

 

詳しくは後述するが、鳥取市文化センターと鳥取

市立中央図書館（旧・鳥取市民図書館）は共に、鳥

取市における視聴覚教育の推進に重要な役割を果た

してきた施設である。そのような場所で講演や展示、

上映会を行うことは、鳥取における教育目的の映画

上映の歴史を――深い実感を伴いながら――想起す

るための手助けとなると同時に、「見る場所を見る」

というプロジェクトもまた、いつかその歴史の一部

となることを強く意識させられる経験であった。 

 

3. 日本映画史における児童観客 

日本映画史において「子ども」の映画観客はどの

ように位置付けられ、語られてきたのだろうか。 

従来の映画研究では、映画作品や映像表現、映画

監督に注目した歴史記述が主流だったが、次第に映

画を見る場所（映画館やレンタルビデオ店、ネット

上での動画配信など）や見る人（観客や視聴者、フ

ァンと呼ばれる存在）など、映画の受容体験への関

心が高まり、近年では「観客性」（Spectatorship）

をめぐる研究が活発化している 3。中でも小学生児

童を中心とする「子ども」の映画観客（児童観客）

は、「とりわけその黎明期から 1920 年代頃にいたる

まで、映画興行のドミナントな観客層を担っていた
4」という点で、極めて重要な存在だった。その傾向

は 1950 年代初頭まで継続するが、戦後の映画館では

「青少年」や「ティーンエイジャー」などと呼ばれ

る 10 代後半の若者観客層の存在感が増し、児童観

客はテレビという新しいメディアへと移行していく。

鳥取の映画史研究においても、こうしたメディア史

的な観点と、観客層の変遷を併せて検討する視点を

持つことが必要になってくるだろう。 

 

4. 幻燈と子ども 

続いて、鳥取における映画（活動写真）の黎明期

から、常設活動写真館が増加する 1920 年代にかけて

の時代に注目し、鳥取の映画文化の発展に児童観客

がいかなる役割を果たしたのかを確認する。 

ただしメディア史的な観点を考慮するなら、映画

以前から存在する視覚メディアである「幻燈」にま

で遡って検討する必要があるだろう。幻燈とは、ガ

ラススライドの上に描いた絵や写真に光を当て、凸

レンズを通して拡大・投影する装置で、「写し絵」や

「錦影絵」とも呼ばれる。子どもたちは、光と影の

織りなす不思議な世界を垣間見せてくれる視覚玩具

として幻燈を楽しんだが、同時に、その幻燈に映し

出される被写体となることもあった。古い幻燈スラ

イドの中には、しばしば当時の子どもと親の姿が生

き生きと記録されている（図 3）。 

 

 

図 3 幻燈スライド（母子）制作年不明 
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幻燈は娯楽として享受されるだけでなく、教育や

啓蒙の目的でも活用された。鳥取市では、1888（明

治 21）年に立川町立志小学校で行われた「通俗教育

談話会」で、講演の補助手段として幻燈機が使用さ

れ、多くの来場者の注目を集めた 5。この会をきっ

かけとして、新しい教育手段を取り入れた近代的な

社会教育活動が鳥取の各地で展開されるようになっ

た。1890 年には、八頭郡教育会が幻燈機の購入を検

討したとの記録も残っている 6。 

映画の普及後、そして第二次世界大戦後も、幻燈

機は静止画像を拡大・投影する装置として、教育現

場などで重宝され続けた。1949（昭和 24）年の春に

は、GHQ（連合国総司令部）がアメリカの状況を日本

人に伝えるため、幻燈機 3 台を並べて投影する立体

幻燈会「ピクチュラマ」を全国各地で開催 7。山陰

では唯一、米子市就将小学校の講堂でピクチュラマ

が実施され、鳥取県民のみならず、島根県からも多

くの団体観覧者が訪れたという。 

 

5. 活動写真と子ども 

1896（明治 29）年、活動写真（映画）が初めて日

本に輸入された。鳥取に持ち込まれた正確な時期は

不明だが、1898（明治 31）年には、すでに各地で活

動写真会が行われていたと思われる。例えば 1898

年 6 月 28 日、神戸から渡って来た蓄音機と活動写真

が青谷尋常校で紹介された記録が残っている 8。こ

の頃はまだ常設の活動写真館はなく、活動写真は学

校や芝居小屋、寄席などを借りて上映されることが

多かったようだ。1912（明治 45）年 7 月 27 日、若

桜橋付近に鳥取初の活動写真常設館・電気館が開館。

以後、次々と常設館が建てられるようになる。 

鳥取映画史と子どもの関係を考える上で不可欠な

存在が、社会事業家の尾崎信太郎である。尾崎は

1906（明治 39）年に日露戦争の孤児救済を目的とし

て私立感化救育所鳥取孤児院を設立し、翌年に鳥取

育児院と改称した（現在の鳥取こども学園）。またそ

の活動資金確保のために救児隊という音楽隊を組織

し、各地で「慈善活動写真大会」を開催して人気を

博した。 

当時の新聞記事から、上映当日の様子を窺い知る

ことができる。例えば 1910（明治 43）年 10 月 1 日

に行われた慈善活動写真会は、会場の大黒座に早く

から多くの観客が詰めかけ、満員の大盛況。国歌の

吹奏が行われた後、新たに取り寄せた活動写真 20

数編が上映された。映写は非常に明るく鮮明で、弁

士・村穂芥舟（花香）の独特でユニークな語りも好

評を得た。休憩時間には児童による「越後獅子」の

吹奏があり、また上映会の終わりには尾崎信太郎が

自ら壇上に上がり挨拶をし、慈善家たちに謝意を示

した。集まった寄付金の総額も新聞紙上で報告され

ている 9。 

尾崎は同年元日の『鳥取新報』で、「全国の孤児院

の中でも、フィルムがたくさんあるという岡山孤児

院の三倍もある。岡山、姫路で上映したら、これま

で見たことのない面白い映画があると評判で、毎夜

満員木戸止めの盛況。山陰線が全通したら、九州や

東北にも行きたい 10」と語り、映画事業のさらなる

拡大に意欲を示している。実際、4 年後の 1914（大

正 3）年には常設活動写真館の経営にも乗り出し、

寄席の幸座を借り受けて、館主の中村家と共に世界

館として興行を開始した。同館は、電気館に続いて

鳥取市に誕生した 2 つめの常設館だった。さらに尾

崎は、1920（大正 9）年に世界館の向かいに帝国館

を新築。両館が並ぶ川端通りは賑わいを見せ、やが

て川端銀座と呼ばれるようになった。 

 

6.『ジゴマ』ブームと上映の取り締まり 

1910 年代初頭は全国的に活動写真が絶大な人気

を誇った時代で、しかもその観客の多くは子どもが

占めていた。1912（明治 45）年の東京市内の観客 850

万人のうち、30〜40％は児童観客であったとの記録

も残っている 11。 

上映された様々なフィルムの中でも、とりわけ子

どもたちを夢中にさせたのが、フランスのエクレー

ル社が製作した『ジゴマ』（1911）である 12。天才犯

罪者ジゴマと探偵の戦いを描いた活劇で、日本では

浅草の金龍館で 1911（明治 44）年 11 月 11 日に初公

開された。この映画の人気により「ジゴマ」は流行

語となり、当時の子どもたちは「ジゴマごっこ」を

して遊んだという。1912 年には、同作の新しい活劇

スタイルを取り入れた『日本ジゴマ』も製作・公開

された。 

しかし流行の最中、『ジゴマ』は子どもたちを悪い

方向に感化させ、少年犯罪を増長するといった声が、

教育関係者や新聞などのメディアから上がるように

なった。『ジゴマ』は社会問題化し、1912 年 10 月 9

日には、警視庁が『ジゴマ』に類する映画の上映禁

止命令を発した。同年 10 月 12 日付の『鳥取新報』

でもこの件が取り上げられ、興行許可がある館も 20

日を限度に一切上映を禁止とする旨、警視庁から市

内各署に厳達が為されたと報じている。 

また当時、全国で『ジゴマ』の巡業上映を行って

いた駒田好洋は、後に『鳥取新報』に寄せた短期連

載で「ヂゴマは此鳥取で逮捕された 13」と語ってい
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る。彼は『ジゴマ』の最後の巡業地として山陰に入

り、松江に来た時に上映禁止の噂を耳にした。同地

での興行は事なく済ませることができたが、次に訪

れた鳥取で保安課に呼び出され、直接上映禁止の通

達を受けたのだという。「『ヂゴマ好きもの』という

内務省からの注意但し書通りとうとうヂゴマは此鳥

取で逮捕されてしまいました 14」。 

1917（大正 6）年 7 月には「活動写真取締規則」

が公布され、フィルムの事前検閲が行われるように

なった。1922（大正 11）年 9 月には鳥取でも、世界

館で上映が予定されていた『魔の真珠』の一部と『狂

へる剣技』の全部が、試写段階で検閲を受け、上映

禁止となる事件が起きた 15。また 1927（昭和 2）年

12 月 24 日には、鳥取市の学務委員会が小学生児童

にいかなる映画を見せるべきかについて話し合った

が、その結論は、文部省や県から借り入れた教育映

画を校内で鑑賞させるのを基本方針とし、常設映画

館には、特別に教育的な良い映画が来た場合を除き、

なるべく児童を入れさせないということであった 16。 

 

7. 権田保之助の『民衆娯楽問題』 

映画が児童観客にもたらす影響、映画館の風紀や

検閲の問題など、子どもと映画に関する論点は多岐

に渡るが、ここでは権田保之助が 1921 年に刊行した

『民衆娯楽問題』を手がかりに、本稿にも関わる 2

つの主要な問いを整理して示しておきたい 17。 

1 つめは、映画の大衆娯楽（民衆娯楽）としての

側面に関わる問いである。映画館は子どもにとって

近寄るべきでない悪い場所なのか、それとも積極的

な鑑賞を推奨すべき場所なのか。当時の教育関係者

たちの多くは、映画は治安の悪化や不良行為の原因

になるため、検閲や入場制限など規制を設けること

が必要で、一部の「優良な映画」だけを選別して見

せるべきだと考えていた。だが権田は、こうした意

見に否定的だった。映画が観客に与える影響は一般

に不安視されているほど大きなものではないし、映

画館で不良行為が行われるのも、映画自体に問題が

あるというよりも、そのような不良少年を生み出す

社会全体の問題として考えるべきである。むしろ大

衆娯楽の経験を通じて、子どもたちが人生の意味や

社会を学ぶことの価値を認めることのほうが重要だ

と主張したのだ。 

そして 2 つめは、映画を教育の手段としてどう捉

えるかという問いである。映画を見ることに教育的

な効果があるとして、ではそうした映画教育を、国

家や行政が主導して推進すべきなのか。それとも、

日常生活の中で娯楽に触れることこそが学びになる

のか。ここでも権田は、学校や公共施設など教育機

関が主導する「通俗教育」は、上からの一方的な押

し付けであるとして厳しく批判すると共に、学校や

家庭以外の場所で行われる「民衆教育」の必要性を

強く訴えた。権田はあくまで、民衆の中から生まれ、

民衆の手で行われるような社会教育のあり方を理想

としていた。 

 

Ⅱ．移動する映画館（1940-50 年代） 

1. CIE 映画とナトコ映写機 

本章は、先に掲げた 2 つの問いのうちの後者、す

なわち、教育の手段としての映画をどう捉えるかと

いう問いに関連する。要点を先取りしておくと、第

二次世界大戦の敗戦後から 1960 年代にかけての鳥

取では、教育目的の映画上映を行う施設や団体が、

郡部など映画館の数が少ない地域における鑑賞機会

確保の役割を担っていた。 

1948（昭和 23）年 8 月、GHQ（連合国総司令部）

の占領政策の一環として、鳥取県にもナトコ映写機

12 台が無償貸与され、11 月には CIE 映画（占領下米

国教育映画）のフィルム 23 本が貸与された 18。それ

らの管理・運営は、12 月に文部省からの通達を受け

て各都道府県に設置された「フィルムライブラリー」

が担当することが定められた。鳥取県では、視覚教

育係長に坂根善男、ライブラリーマンに村田彰が任

命され、専任職員として業務にあたっている。 

鳥取県のフィルムライブラリーは早速 CIE 映画を

活用すべく、翌年 1 月に巡回上映を開始。自分たち

の暮らす町や村でもトーキー映画が鑑賞できるとい

うことで、各地域から上映希望が殺到した 19。 

メディア研究者の原田健一は、移動映写が可能な

ナトコ映写機は、常設映画館のある都市部よりも、

映画をほとんど見たことがない人もいるような都市

遠縁の地域で上映される時にもっともその効果と影

響を発揮できると述べている 20。実際、鳥取県でも、

1950（昭和 25）年度の CIE 映画フィルムの利用回数

が鳥取市 449 回、米子市 107 回、岩美郡 366 回、八

頭郡 625 回、気高郡 740 回、東伯郡 1,035 回、西伯

郡 482 回、日野郡 478 回となっており、市内よりも

郡部で積極的に利用されたことが確認できる 21。郡

部は市よりもさらに映画館が少なく、文献もほとん

ど残されていない。この記録は、その地域の人びと

がいかなるかたちで映画と関わりを持っていたのか

を窺い知ることができる貴重な資料である。 

CIE 映画は鳥取における映画の鑑賞機会確保に重

要な役割を果たしたが、GHQ が用意したフィルムの
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内容はあくまで占領政策の一環として選ばれたもの

であり、西洋の社会や文化を紹介したり、民主主義

の啓蒙をしたり、反共政策を掲げるなど、政治的な

プロパガンダとしての側面を強く持つものであった。

また 1951（昭和 26）年には、日野郡で使用した CIE

フィルムに太い縦傷が付いていたことから、GHQ が

鳥取を訪れて責任者や使用者に状況聴取を行い、始

末書を書かせたことも、県内で大きな波紋を広げた。

これらの事情がどれほど影響しているのかは不明だ

が、1952（昭和 27）年に入ると CIE フィルムの上映

希望者も次第に減少していく。県内の視聴覚教育委

員会は CIE 映画に頼りきった体制からの脱却を図り、

「健全な農山村の娯楽と一般啓蒙 22」を目的として

和製映写機や一般劇映画のフィルムを各町村の負担

で購入。それらを既存のフィルムと組み合わせて、

計画的な巡回映画上映に取り組んだ。 

 

2.巡回上映車の導入 

――「こばと」と「ぴょんちゃん号」 

ここで注目したいのが、巡回上映の際の移動手段

である。1950（昭和 25）年頃までは、機材の運搬に

は主にリヤカーが用いられていたが、より機動力を

上げるため、1951（昭和 26）年に東伯郡視聴覚教育

委員会が県費の補助を得て巡回用自動車を購入。一

般公募で「こばと」と名づけられ、1 日 2 会場の巡

回映画会を行った（図 4）。泣いている子どもでも、

「こばとが来たから映画を見に行こう」と言えば笑

顔になると言われるほどの人気を博し、同年 12 月に

は県西部、1952（昭和 27）年には東部にも巡回上映

車が導入される流れを作った 23。上映作品も CIE 映

画だけでなく、地域に根差したものが志向され、東

伯郡では自作幻燈とテープレコーダーに録音した解

説による『目で見る郷土の新聞』『こばとの話題』の

上映が行われたという。 

 

 
図 4 巡回上映車「こばと」（『視聴覚教育の年輪』 

鳥取県教育委員会事務局社会教育課、1962 年、17 頁） 

また鳥取市では、1952（昭和 27）年 4 月 17 日か

ら 18 日にかけて発生した鳥取大火の見舞金や、婦人

会からの寄付金を活用し、1954（昭和 29）年に西町

に「鳥取市児童会館」が建設された（図 5）。その名

の通り児童のための公共施設で、固定座席 288 席の

大集会室と映写室を備えており 24、定期的に「こど

も映画大会」が実施された。断片的な記録しか残さ

れていないが、1960（昭和 35）年 5 月 4 日の大会は

保育園児を対象とした「マンガ映画大会」として実

施され、上映作品は『一寸法師』『こねこのスタジオ』

『トラちゃんの冒険』『のんきな駅長』『うかれバイ

オリン』『ふしぎなずきん』の 6 作品だった（いずれ

も文部省選定映画）。また翌 5 日には「小、中学生大

会」として、『子鹿物語』『北海道の大自然』とスポ

ーツニュースの上映が行われている 25。さらにその

6 年後、1966（昭和 41）年にも、子ども映画大会は

毎月第 1 日曜に計 3 回（10:00／13:00／15:00）の定

期上映として実施されていたとの記録が残っている
26。 

 

 

 
図 5 鳥取市児童会館の外観と大集会室  

(『広報鳥取』26 号、鳥取市役所、1954 年 7 月 20 日、2 頁) 

 

児童会館は近隣の子どもたちに向けて、常設映画

館とは異なる定期的な映画鑑賞の場を提供したが、

離れた地域に暮らす子どもたちにとっては、やはり

一人で通うのは難しかっただろう。そこで 1960 年 5

月、児童会館は、遠方の子どもにも鑑賞機会を提供

できる「走る児童会館 27」として、トヨペットのラ

イトバンを改装した「ぴょんちゃん号」を披露（資
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料によっては「ピョンちゃん号 28」の表記も）。映写

機一式を搭載して、各地に出向いての移動映画会を

行った他、児童会館備え付けの本や図書館から借り

受けた本を積み、市内の小中学校を回る移動文庫（移

動図書館）としても活用された（図 6）。なお、ぴょ

んちゃん号の名付け親は、久松小学校 4 年生（当時）

の佐橋収。市内の小中学校から寄せられた 40 通の名

称案から、10 人の審査員によって選び出された。児

童会館のシンボルが白兎であったことから、各地へ

ぴょんぴょんとはねて行く白い子ウサギの姿が連想

されたのだろう 29。 

 

 

図 6 巡回上映車「ぴょんちゃん号」 

（『広報鳥取』98 号、鳥取市役所、1960 年 6 月 5 日、3 頁） 

 

巡回上映会を催したのは、フィルムライブラリー

や児童会館のような公共施設だけではない。鳥取大

学学芸学部の学生 32 名が所属する児童文化研究部

では、1958（昭和 33）年から佐治や私都、日野郡を

回る「巡回子供会」を始め、1960 年 5 月 5 日からは、

毎週土曜日の午後に近所の旭町子供会に出かけて学

習会や映画上映会を行った 30。学生数人でリヤカー

を引き、旭町の公民館まで映写機など重い機材を運

んだという。 

 

3.各地区の拠点整備 

――視聴覚ライブラリーの設置 

1952（昭和 27）年 4 月 28 日、サンフランシスコ

平和条約が発効され、日本が主権国家として独立を

回復した。CIE 映画も同時に終了するはずだったが、

アメリカ側から提案があり、日米文化の交流を目的

とした USIS 映画として事業が継続されることにな

った。これまでナトコ映写機と CIE 映画の管理・運

営を行ってきたフィルムライブラリーは、引き続き

それらの活用を図ると共に、社会教育や学校教育の

関係機関・団体と連携し、地域の視聴覚教育推進を

主導するという新たな役割を担う組織へと刷新され

ていく。 

1950 年代半ばには、「いつでもどこでも誰れでも

利用できる 31」視聴覚教材と機材を備えた施設の整

備を進めてほしいという教育現場からの要望に応え

るべく、限られた拠点からの巡回上映方式を脱却し、

地区ごとに視聴覚ライブラリーを設置する方針が定

められる。そして 1956（昭和 31）年 7 月には中部地

区視聴覚ライブラリーが、翌年 4 月には東部地区視

聴覚ライブラリーと西部地区視聴覚ライブラリーが

設置された。だがこれらのライブラリーは法的根拠

を持たない任意団体のため、安定的な運営が難しく、

児童生徒の家庭から一部負担を募らざるを得ないな

ど課題も多かった。そこで鳥取県教育委員会は、地

方自治法第 252 条の 2 に基づく「協議会」方式での

運営を考案。1958（昭和 33）年 4 月 1 日に、3 地区

のライブラリーはそれぞれ中部地区市町村視聴覚教

育協議会（倉吉市と東伯郡の各町村）、西部地区視聴

覚教育協議会（西伯郡と日野郡の各町村）、東部地区

町村視聴覚教育協議会（岩美郡・八頭郡・気高郡の

各町村）へと改組された。こうして鳥取市・米子市・

境港市を除く全市町村に視聴覚教育の拠点が整備さ

れたことは、映画の鑑賞機会拡大の取り組みに郡部

など都市部から離れた地域が中心的な役割を果たし

た事例として貴重かつ重要なものであると言えるだ

ろう。 

また協議会方式の採用により法的な裏付を確立し、

各町村が経費を負担することで安定的な運営を図る

鳥取の視聴覚教育は、当時としては先進的な取り組

みであり、その設置率も全国的に上位であったこと

から多くの関心が寄せられた 32。1962（昭和 37）年

10 月には、米子市公会堂が主会場に選ばれ、第 8 回

全日本視聴覚教育研究大会が開かれている。視聴覚

教育の関係者約 1,200 人が参加し、視聴覚教材の利

用方法についての研究協議や、文部省内事務次官に

よる講演などが行われた。 

 

4.鳥取市視聴覚ライブラリー 

県内 3 地区の視聴覚ライブラリーが整備されてい

く一方で、鳥取市でも、独自に視聴覚教育の拠点を

形成する取り組みが行われていた。 

鳥取市教育委員会は 1955（昭和 30）年から視聴覚

教育費を予算化し、その整備に努めてきた。1966（昭

和 41）年にはより一層の充実を目指し、年次整備 3

ヶ年計画を立てて教材などを揃え、1967（昭和 42）

年 6 月に鳥取市視聴覚ライブラリーを発足させた。

当初は社会教育課の事務室を活動場所としていたが、
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1973（昭和 48）年に西町に新築された鳥取市福祉文

化会館に移転。主に鳥取市内の小中学校や公民館、

職場の学習会などに視聴覚教材の貸出を行った他、

利用団体の増加や使用技術の向上を目的とした技術

研究講座も実施したという 33。 

1980（昭和 55）年 4 月には、吉方温泉 3 丁目に鳥

取市文化ホールが建設され、1982（昭和 57）年 5 月

には同ホールに隣接した鳥取市民図書館とこども科

学館も開館。複合施設・鳥取市文化センターが完成

し、鳥取市民の文化活動のための新たな拠点となっ

た。これに併せて、鳥取市視聴覚ライブラリーも郷

土民俗資料館と共に市民図書館に併設されることに

なり、同館 3 階に映写室と資料室が設けられた 34。 

さらに同年12月 10日、視聴覚ライブラリー内に、

鳥取・放送文化（映像）ライブラリーの事務所も置

かれることになった。これは、貴重なローカル番組

やニュース映像などのアーカイヴを残していくべき

だという NHK 鳥取報道局副局長の高田勝之助の呼び

かけに市民図書館館長の古田恵紹が応じて始まった

もので、財団法人・放送文化基金からの補助金を元

手に、NHK 鳥取放送局と日本海テレビから厳選され

た番組の保存・収蔵が行われた 35。開設当初の所蔵

番組は 84 本。鳥取県三朝南小学校大谷分校を取材し、

1980 年日本民間放送連盟賞を受賞した『てっぽんか

っぽんの咲く分校』（日本海テレビ）など、視聴機会

の限られた貴重な番組も残されている。またそれら

の資料を教材として、講師の解説を交えて行う「郷

土文化を考えるつどい」や、観光バスで番組の舞台

を巡る見学会なども実施された。 

1997（平成 9）年 4 月、鳥取市視聴覚ライブラリ

ーは湖山町西に開館した鳥取市学習・交流センター

に移転し、鳥取・放送文化（映像）ライブラリーの

事務所と設置場所も年度内に同施設に移ることが決

まった 36。新天地での活動は 2006（平成 18）年まで

続いたが、その前年に鳥取市立中央図書館（旧・鳥

取市民図書館）が鳥取市役所駅南庁舎に移転したこ

とに伴い、改修工事後の鳥取市文化センターに再び

戻ることになり、現在に至る。 

鳥取市視聴覚ライブラリーは 16 ミリフィルムを

中心に、VHS や DVD など各種メディアの視聴覚教材

および上映用機材を取り揃え、多くの市民に利用・

活用されてきた。レンタルビデオやインターネット

上の動画配信の普及により、利用者数は大きく減少

したが、2024（令和 6）年現在も希望があれば資料

閲覧や貸出に対応している。中には、鳥取市制施行

80 周年記念事業の一環として 1969(昭和 44)年に製

作された市政広報映画『伸びゆく鳥取市』など、一

般販売が為されていないフィルムも含まれており、

他にも貴重な作品や資料が所蔵されていると思われ

る。「見る場所を見る」のプロジェクトでも、同ライ

ブラリーの所蔵資料について今後さらなる調査を進

めていきたい。 

また、2024 年 8 月 24 日に展覧会「見る場所を見

る 3+――親子で楽しむ映画の歴史」の関連イベント

として実施した「16 ミリフィルム映画で見る「動く

絵本」」（於 鳥取市立中央図書館 多目的ホール）で

は、鳥取市視聴覚ライブラリーが所蔵する 16 ミリフ

ィルムのアニメ映画『おばけうんどうかい』と『も

ぐらシリーズ トッピィと森の仲間たち』を借り受け、

図書館を訪れた親子向けの上映会を行った（図 7）。

両作品はそれぞれ児童書や絵本も刊行されており、

いくつかのシリーズは鳥取市立中央図書館にも所蔵

されている。上映会では、それら書籍の紹介や映写

機の仕組みの解説も交えながら、DVD や動画配信と

は異なるフィルム独自の質感で見る「絵本」の世界

を子どもたちに味わってもらった。 

 

 
図 7 「16 ミリフィルム映画で見る「動く絵本」」 

上映会当日の様子 

 

5.移動する映画館――多様な鑑賞機会の確保 

前章の終わりにも触れたように、権田保之助は学

校や公共施設など教育機関が主導する映画鑑賞には

否定的で、そうした御仕着せの体験ではなく、日常

生活の中で民衆娯楽に触れる機会を持つことこそが

本当の学びになると主張した。これは映画に限らず、

華やかな賑わいを見せる都市の盛り場に親しんだ権

田自身の経験に基づく意見でもあっただろう。 

だが東京や大阪のような巨大な盛り場を持たない

地方都市――とりわけ中心市街地から離れた町村や

郡部――においては、日常生活の中で浴びるように

映画を見たり、多種多様な民衆娯楽に触れたりする
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ことは難しい。そのような条件の下では、教育目的

の上映活動も、特定の映画を一方的に押しつけると

いうよりもむしろ、鑑賞可能な映画の選択肢を増や

す役割を果たすことになる。 

1950 年代に鳥取で行われた巡回映画会や視聴覚

ライブラリーの整備は、大都市の盛り場以外の地域

にも〈移動する映画館〉を実現すること、すなわち、

「いつでもどこでも誰れでも」映画を鑑賞したり、

視聴覚教材を活用したりできる環境を目指すものだ

った。その点で、これらの取り組みは、後に普及す

るテレビ放送やレンタルビデオ、あるいは宅配レン

タルサービス（初期の Netflix や TSUTAYA ディスカ

スなど）や SVOD（Netflix や Amazon Prime Video

などの定額制動画配信サービス）を先取りする試み

であったとも言えるだろう。鳥取における視聴覚教

育の大きな意義は、「優良な映画」を選別して見せる

ことによる教育的な効果よりもむしろ、テレビが各

家庭に普及する前夜の 1940 年代から 50 年代にかけ

て、郡部など映画館の少ない地域にも多様な映画の

鑑賞機会を設けたことにあるのではないか。鳥取の

視聴覚教育は、娯楽としての映画と補完し合う関係

にあったのだ。 

 

6.公共上映の役割 

――クララとクロダのひょっこりシネマ 

テレビやネットの普及により、誰でも容易に映画

や映像作品にアクセスすることが可能になった現在、

最早「鑑賞機会の創出」という役割は不要と思われ

るかもしれない。だがテレビやネットで見られる作

品には、商業的価値への偏重やアクセスコントロー

ル、フィルターバブル（視聴者の好みや視聴履歴に

基づいて作品が提示され、それ以外の情報にアクセ

スしづらくなること）の問題など、実は多くの制限

や偏向があることも指摘されている。 

そうした中で、教育目的の映画上映をはじめとす

る公共上映の現代的な役割があるとすれば、狭い価

値基準に基づいた「優良な映画」に固執するのでは

なく、また商業上映の価値基準におもねった「売れ

る映画」を求めるのでもなく、多種多様な「良さ」

を持つ映画・映像作品があることを周知すると共に、

それらに「いつでもどこでもだれでも」がアクセス

できる環境を作り出すことにあるだろう。 

そうした取り組みの実践例として、「見る場所を見

る」にイラスト制作で参加しているアーティストの

Clara が黒田ミキと共に立ち上げた公共上映団体

「クララとクロダのひょっこりシネマ」を挙げるこ

とができる。2 人は、鳥取で長年映画の自主上映活

動を続けてきた清水増夫が代表を務める「鳥取コミ

ュニティシネマ」の活動を手伝ったことをきっかけ

に、自分たちでも企画をしてみたいと思うようにな

り、2017（平成 29）年に『ふたりの桃源郷』の上映

会を実施して活動を開始 37。その後も終末期医療を

テーマとする『エンディングノート』（2021 年上映）

や『人生をしまう時間』（2022 年上映）など高齢世

代の観客の共感を集める作品の上映を行う一方で、

北欧の牧歌的な風景が楽しめる『なまいきチョルベ

ンと水夫さん』（2018 年上映）や劇中イラストを

Clara が担当した『ドーナツもり』（2023 年上映）な

ど企画者と近い世代が楽しめる作品、さらには『パ

ンダコパンダ』（2020・2023 年上映）や『おはよう！

スパンク』（2021 年上映）、『屋根裏のポムネンカ』

（2022 年上映）など子ども向けのアニメ映画の上映

も行うなど（図 8）、幅広い世代を対象として、普段

テレビやネットで見る最新の作品や流行の作品とは

一風異なる世界や物語に出会う機会を設けてきた。2

人は現在も年間 4〜5 作品のペースで、不定期の上映

活動を継続している。 

 

 

図 8 クララとクロダのひょっこりシネマの上映会チラシ 

（「見る場所を見る 3+」展示風景） 

 

Ⅲ．入れ替わる映画館（1960-70 年代） 

1.「東映まんがまつり」の成立 

本章では、常設映画館における商業上映と児童観

客の関わりについて考察する。具体的には、1960 年

代後半から始まる「東映まんがまつり」の興業記録

を調査することで、鳥取市内の映画館で子ども向け

の映画がどの程度上映されていたのかを明らかにす

ると共に、当時、子どもにとって映画館はいかなる

場所としてイメージされていたのかを、市内映画館

の興業日誌とアンケート調査を照らし合わせながら

確認していく。 

まずは教育学研究者の浅野俊和による論文「〈長編

漫画映画〉の誕生と終焉――「東映まんがまつり」

の社会史」を参考に、「東映まんがまつり」の成立過
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程を簡潔にまとめておくことにしよう 38。戦後日本

の映像文化において、1960 年代はアニメーションが

重要な位置を占め始めた時代だと言われている。そ

こで主導的な役割を担ったのが、東映や東宝が製作

する「長編漫画映画」（劇場公開を前提とした長編ア

ニメーション作品）と、虫プロダクションなどが製

作するテレビアニメだった。そして両者が関わり合

う中で、「東映まんがまつり」という興行形態が生ま

れてくる。 

1950 年代後半、東映社長の大川博は、ライバル会

社の大映が配給する『白雪姫』や『バンビ』などデ

ィズニー長編映画が好評を博していたことや、NHK

でアメリカのテレビアニメが放送され、人気番組と

なっていた状況を受けて、アニメーション産業の将

来性を確信。1956（昭和 36）年 8 月に日動動画を傘

下に入れ、同社を母胎とする新たな製作会社「東映

動画」を発足させた。 

1958（昭和 38）年 10 月には「長編漫画映画」第 1

作として、日本初のカラー長編アニメーション『白

蛇伝』を公開。社長自ら新聞の全面広告や予告編に

登場し、大々的な宣伝が行われた。ただし、当時の

アニメはまだ実写映画の添え物的扱いから脱せてお

らず、『白蛇伝』も、中村錦之助主演の『一心太助 天

下の一大事』との 2 本立て興行としてのお披露目と

なった。鳥取でも、1958 年 11 月 5〜11 日に富士館

（鳥取東映）で『一心太助』および『福沢諭吉の少

年時代』との 3 本立てで上映されている。 

その後も、長編漫画映画第 2 作『少年猿飛佐助』

（1959）から第 5 作『アラビアンナイト シンドバッ

ドの大冒険』まで同様の興行形態が続いたが、1963

年 1 月に虫プロ製作による日本初の連続テレビアニ

メ『鉄腕アトム』が放送を開始したことで状況が変

わる。『鉄腕アトム』は最高視聴率 40.7％、平均視

聴率 30％という大人気番組となり、「テレビまんが」

ブームが到来。作画枚数を節約するリミテッド・ア

ニメーションの手法を用いることで、安上がりなテ

レビアニメ作品が大量生産される事態となった。新

たな潮流への対応に追われた東映は、新たな長編漫

画映画の増産や、『狼少年ケン』に始まるテレビアニ

メへの進出、過去の長編を 30 分番組に分割・再編集

した「東映動画シリーズ」のテレビ放映など、試行

錯誤を重ねていく。 

そうした中、東京限定で長編漫画映画第 7 作『わ

んわん忠臣蔵』と『狼少年ケン』編集版（25 分の短

編）を併映したことが、後の「東映まんがまつり」

という興行形態を生み出すきっかけになった。東映

は長編アニメーションとテレビアニメの編集版（短

編や中編）複数本の併映を続け、1967（昭和 42）年

の春興行で、初めて「東映まんがまつり」の名称が

用いられる。その後、しばらくは「東映こどもまつ

り」「東映まんがパレード」など改称が繰り返された

が、1969（昭和 44）年 3 月の春興行で再び「東映ま

んがまつり」と名づけられ、以後はこの名称が定着

する。また同年 12 月には、ライバル会社の東宝が「東

宝チャンピオンまつり」を開始。『ゴジラ』シリーズ

などの特撮映画と、テレビアニメや特撮番組の編集

版の併映が行われた。 

 

2. 鳥取市内での「東映まんがまつり」の上映 

続いて、鳥取市内における「東映まんがまつり」

の上映記録を確認する。かつて鳥取市川端 2 丁目に

あった老舗映画館の世界館は、1952（昭和 27）年か

ら 1985（昭和 59）年にかけて、市内の映画館で上映

された作品の興行日誌を残していた（ただし 1963

年 7 月から 1971 年 11 月までの興行記録は欠落して

おり、残されていない）。この興行日誌を紐解けば、

鳥取市内で「東映まんがまつり」がどの程度上映さ

れていたのかを調べることができる。ここでは、ま

とまった記録が残されている 1972（昭和 47）年から

1980（昭和 55）年までの期間を確認してみよう（参

考資料 1）。 

鳥取市内で「東映まんがまつり」の上映を行って

いたのは、東品治町（現在は栄町）の鳥取東映であ

る。1949（昭和 24）年開館の富士館が、1957（昭和

32）年 4 月 3 日に改称。その名の通り、東映の時代

劇やヤクザものの映画を多く上映していた。 

興行日誌によると、1972（昭和 47）年から 1974

（昭和 49）年にかけては、春夏興行共に全国公開か

ら約 2 週間遅れで上映が行われている（ただし 1974

年春興行は上映記録なし）。ちなみに『日本海新聞』

の「きょうの映画案内」欄でそれ以前の上映記録を

確認すると、1969（昭和 44）年の春（3〜4 月）と夏

（7〜8 月）、1970（昭和 45）年の春（3〜4 月）興行

はそれぞれ記録がなく、夏興行では 7 月 30 日から 8

月 4 日まで「夏やすみ！東映まんがまつり」が行わ

れたが、上映作品は『長靴をはいた猫』や『空飛ぶ

ゆうれい船』など「東映まんがまつり」の旧作から

セレクトしたもので、同年に全国公開された新作は

上映されなかった 39。翌年、1971（昭和 46）年の 3

月 20 日から 4 月 28 日まで、鳥取東映は場内改装の

ため休館し、春興行はなし。同年の夏興行（7〜8 月）

も行われなかった。1972（昭和 47）年の春興行の上

映作品は全国公開の新作と同一であるため 40、ちょ

うどこの時期から、鳥取でも春夏の恒例イベントと
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して「東映まんがまつり」が定着し始めたのだとい

うことが窺える。 

続く 1975（昭和 50）年から 1978（昭和 53）年春

興行にかけては、公開時期が早まり、全国公開から

約 1週間遅れで上映が行われている（1976年春、1977

年夏、1978 年 7 月は上映記録無し）。春と夏の興行

を合わせれば、鳥取でも一年に一度は「東映まんが

まつり」を見る機会があったということになる。な

おこの期間中、地域によっては 12 月に冬興行が行わ

れる年もあったようだが、鳥取市内での上映は確認

できなかった。 

1978（昭和 53）年 9 月、鳥取東映は改装のため、

しばらく休館状態となる。同年の「東映まんがまつ

り」夏興行と翌年の春興行は行われなかったが、1979

（昭和 54）年の 7 月 29 日に工事が完了し、まるも

ビルがオープン。鳥取東映は東映株式会社の賃借直

営劇場となり 41、鳥取東映劇場（3 階・洋画中心）

と邦画を掛ける鳥取パラス（4 階・邦画中心）の 2

館体制で営業を再開した。最初の興行に選ばれたの

は「東映まんがまつり」の番外編となる「宇宙戦艦

ヤマト・フェスティバル」で、2 スクリーンを活用

して『宇宙戦艦ヤマト』と『さらば宇宙戦艦ヤマト 愛

の戦士たち』の一挙上映が行われた。また 8 月 4 日

からは、鳥取パラスで東映の新作長編アニメーショ

ン『銀河鉄道 999』を公開。東映の直営となったこ

とで、全国の封切りと同じタイミングでの上映が実

現し、以後の「東映まんがまつり」も全国公開日に

合わせた上映が行われるようになる。 

 

3. 教育性・芸術性・娯楽性 

――大人も子どもも楽しめる家族向き番組 

以上のように、鳥取では数ヶ月から数年遅れで公

開される映画も珍しくない中、「東映まんがまつり」

は比較的早期かつコンスタントに上映が行われてい

た。これは、それだけ採算が見込めるということで

もあり、テレビが普及した 60 年代以降も、映画の主

要な観客層として子ども（児童観客）が想定されて

いたことを物語っている。 

ただし浅野俊和が指摘するように、アニメーショ

ン映画を楽しむのは子どもでも、彼・彼女らを映画

館へ連れて行き、入場料を支払うのは大人（家族や

保護者）である 42。製作会社や映画館は、上映作品

の芸術性や教育性を強調することで、最終決定権を

持つ大人に対して商品の購買意欲を誘い、作品と主

たる観客（子ども）とを結び付ける必要があった。

東映の長編漫画映画および「東映まんがまつり」の

当時の新聞広告を見ると、「総天然色」や「長編漫画

映画」など新奇な娯楽性を強調する文言と、「文部省

選定」や「芸術祭参加作品」など教育性・芸術性を

強調する文言が同居しており、大人も子どもも楽し

める家族向き番組であることが積極的にアピールさ

れている（図 9）。 

これらを踏まえて浅野は、長編漫画映画および「東

映まんがまつり」の興行の特徴は、教育目的の映画

に関して従来から重視されてきた教育性と芸術性に

加えて、第 3 のアピールポイントとして娯楽性が打

ち出されている点にあるとまとめている 43。 

 

 
図 9 『白蛇伝』の新聞広告 

（『朝日新聞』1958 年 10 月 21 日東京版・夕刊） 

 

4. 入れ替わる映画館――大人の世界への入口 

鳥取で長編漫画映画および「東映まんがまつり」

の上映を行っていた鳥取東映もまた、娯楽性・芸術

性・教育性のいずれかのみに特化するのではなく、

あらゆる点で文化的価値のある場所になるよう自ら

を規定していたと思われる。鳥取東映が東映の直営

館になる直前、1978（昭和 53）年春の鳥取東映の興

業記録を確認すると、3 月 11 日から 24 日まで『む

れむれ夫人』『刺青』『日本の仁義』、25 日から 4 月 4

日まで「東映まんがまつり」、5 日から 13 日まで『美

少年あさり』『ハードアブノーマル』『浅草の代紋』

というように、ある期間にはヤクザ映画やポルノ映

画などの扇情的な大人向け映画、またある期間には

子ども向けの映画が、同一の劇場で代わる代わる上
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映されていたことに驚かされる。当時の鳥取東映は、

作品や企画内容によってその都度想定する観客層を

変えていく、〈入れ替わる映画館〉なのである。 

しかしどれだけ上映の期間を区切ったとしても、

やはり同じ場所である以上、大人向けの映画の世界

と子ども向けの映画の世界が混じり合うような事態

は必ず生じるはずだ。実際、「見る場所を見る」に寄

せられたアンケートでも、幼少期にそうした大人の

世界を覗き見てしまったエピソードが多く寄せられ

ている。 

 

「鳥取市の郊外に住んでいた（小学生のころ）…

行くと都会に見えた川端銀座に行き、名画座にあ

る写真ショーケースの中のセクシーなお姉さんの

写真をチラチラ見ていました。」（展覧会「見る場

所を見る」アンケートより） 

 

名画座は 1955（昭和 30）年に川端 1 丁目に開館し

た映画館で、1986（昭和 61）年まで営業を続けてい

た。同館では 1971（昭和 46）年に始まった日活ロマ

ンポルノが人気を博し、1980（昭和 55）年頃が最盛

期だったという証言や、川端銀座（川端通り）が映

画の街として賑わいを見せたのが 1977（昭和 52）年

頃までであること（この年、川端 2 丁目の世界館／

ニュー世界が経営難のため立ち退き、翌年には南吉

方に移転している）を鑑みれば、おそらくこのエピ

ソードは 1970 年代初頭から中頃の出来事なのでは

ないかと思われる。 

 

「高校生の頃、バス停で駅行のバスを待っている

と、立川映劇の車が「ご家族、ご近所おさそい合

わせておいでください」と連呼。ポルノ専門で、

その PR をした後にこの文句。そりゃないわなあと、

いつも思っていました。」（展覧会「見る場所を見

る」アンケートより） 

 

立川映劇は 1960（昭和 35）年に松竹座が改称して

できた映画館である。1962（昭和 37）年に休館し、

1966（昭和 41）年に営業を再開したときにはポルノ

専門の映画館になっていた。上記のアンケートの他

にも、軽自動車から流れてくる立川映劇の宣伝放送

が印象に残っているというお話や、友だちのお父さ

んが同館の支配人（芸術家のような帽子を被った、

雰囲気のある方だったという）で、遊びに誘われた

時にロマンポルノのポスターを見てドギマギしたと

いうエピソードを聞かせてくださる方もいた 44。 

 

「私が小学校の頃 河原に弁天座がありました。学

校から映画館に見に行きました。一部は子供向の

映画で二部目が大人の映画でした。一部が終って

帰りかけたら二部の大人の映画をしていました。

そうすると先生があわてて早く出ていくようにし

ました。その時の先生のあわてかたが印象に残り

ました。」（展覧会「見る場所を見る 3」アンケー

トより） 

 

弁天座は八頭郡河原町の映画館で、1930（昭和 5）

年に開館し、1962（昭和 37）年まで営業を続けた。

このアンケートでは、子ども向けの映画と大人向け

の映画が同日中に上映されていたという興味深いエ

ピソードが語られている。娯楽施設や公共施設の少

ない郡部においては、映画館が、性質の異なる様々

な役割を一手に担っていたことが窺える。 

 

「子どもの頃、公会堂横にあった東宝？にはじめ

て映画を見に行き、暗くて閉鎖的な空間が怖くて、

映画の内容がまったく入ってこなかった！」（展覧

会「見る場所を見る 2+」アンケートより） 

 

「『ゴジラ対キングコング』、あれを親父に連れて

行ってもらって。本当に生まれて初めての映画館

だったんで。真っ暗い中で、人がいっぱいいてね。

ゴジラが途中出てきて、自衛隊の戦車を踏み潰す

シーンがあったりするんですよ。あれ見て、怖く

て寝ちゃったからね。怖すぎて寝ちゃったのよ。」

（佐々木友輔『映画愛の現在 第Ⅰ部／壁の向こう

で』（2020）、森本良和さんへのインタビュー） 

 

「西歴 1960 年生（旧中山町出身）小学生の時、夏

休み、冬休み前に米子の映画館の割引券が全員に

配られていた。何回位見に行ったか全く覚えてい

ないが、その中で「ゴジラ対ヘドラ」を見た時、

公害問題を恐いものとして認識した。そもそもゴ

ジラってどうして生まれたかなど知ってはいても

社会問題としては認識も浅い小学生なのだった。」

（展覧会「見る場所を見る 2」アンケートより） 

 

大人向けの映画に限らず、映画館という場所の雰

囲気や暗闇に恐怖を覚えたという声もあった。また

具体的な映画作品では、特に『ゴジラ』シリーズを

見た思い出を語る方が多く見受けられた。『キングコ

ング対ゴジラ』（1962）や『ゴジラ対ヘドラ』（1971）

にはユーモラスな要素もあり、家族で楽しめる怪獣

映画として作られていたが、子ども心にトラウマを
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植え付けられた観客も少なくなかったようだ。 

 

「映画は「大人のもの」と思って育ってきました。」

（展覧会「見る場所を見る」アンケートより） 

 

「中学校では推薦映画（！）というシステムがあ

り、日曜日に希望者のみ無料で行ってました。「永

楽館」の「天地創造」、今の丸由百貨店あたりにあ

った「日の丸劇場」のタイトル忘れた邦画（これ

が推薦）と、もう 1 作ブリジッド・バルドー主演

の「セシルの歓び」、私たち悪ガキは、ワクワク・

ドキドキです！」（展覧会「見る場所を見る 3」ア

ンケートより） 

 

『天地創造』は 1966 年、『セシルの歓び』は 1967

年公開の映画である。ここでも映画館は、学校がお

墨付きを与える教育性や芸術性、一大スペクタクル

や大人の恋を堪能させてくれる娯楽性が同居する場

所として捉えられていたことが窺える。 

子どもの観客にとって、映画館に出かけることは、

大人の世界に足を踏み入れることだった。それを治

安の悪化や不良行為と結びつけ、糾弾すべき対象と

見做す人びともいたが、むしろそのような体験にこ

そ、権田保之助が主張した民衆教育・社会教育の本

質があったのではないだろうか。子どもたちは少し

だけ背伸びをして、悪ガキ気分で、ワクワク・ドキ

ドキしながら劇場の暗闇に身を預ける中で、人生の

意味や社会の仕組みを学んできたのだ。 
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参考資料 

 

1.鳥取東映における「東映まんがまつり」の 

 興業記録（世界館の興行日誌を元に作成） 

 

開催年 全国公開 鳥取東映での上映期間 

1972 年春 3 月 18 日(土) 4 月 2 日(日)-4 月 4 日(火) 

1972 年夏 7 月 16 日(日) 7 月 26 日(水)-8 月 6 日(日) 

1973 年春 3 月 17 日(土) 3 月 31 日(土)-4 月 8 日(日) 

1973 年夏 7 月 18 日(水) 8 月 2 日(木)-8 月 10 日(金) 

1974 年春 3 月 16 日(土) 記録なし 

1974 年夏 7 月 25 日(木) 8 月 3 日(土)-8 月 10 日(土) 

1975 年春 3 月 21 日(金) 3 月 25 日(火)-3 月 31 日(月) 

1975 年夏 7 月 26 日(土) 7 月 23 日(水)-8 月 1 日(金) 

1975 年冬 12月 20日(土) 記録なし 

1976 年春 3 月 20 日(土) 記録なし 

1976 年夏 7 月 18 日(日) 7 月 24 日(土)-8 月 6 日(金) 

1976 年冬 12月 19日(日) 記録なし 

1977 年春 3 月 19 日(土) 3 月 26 日(土)-4 月 5 日(火) 

1977 年夏 7 月 17 日(日) 記録なし 

1978 年春 3 月 18 日(土) 3 月 25 日(土)-4 月 4 日(火) 

1978 年夏 7 月 22 日(土) 記録なし 

1979 年春 3 月 17 日(土) 記録なし 

1979 年夏 7 月 14 日(土) 7 月 29 日(日)-8 月 3 日(金) 

1979 年夏 7 月 21 日(土) 記録なし 

1980 年春 3 月 15 日(土) 3 月 15 日(土)-4 月 4 日(金) 

1980 年夏 7 月 12 日(土) 7 月 12 日(土)-8 月 1 日(金) 

1981 年春 3 月 14 日(土) 3 月 14 日(土)-3 月 31 日(火) 

1981 年夏 7 月 18 日(土) 7 月 18 日(土)-8 月 7 日（金） 

1982 年春 3 月 13 日(土) 3 月 13 日(土)-4 月 4 日(日) 

1983 年春 3 月 13 日(日) 3 月 13 日(日)-4 月 3 日(日) 

1984 年夏 7 月 14 日(土) 7 月 14 日(土)-8 月 3 日(金) 

1984 年冬 12月 22日(土) 12 月 15 日(土)- 

 

※世界館の興行日誌を元に、「東映まんがまつり」の上映

が行われた映画館と公開期間を調査し、同年の全国公開日

との対照表を作成した。ただし興行日誌には、個別の上映

作品は記されていないことが多いため、全国公開と近い時

期に上映が行われていても、それぞれ異なるプログラムが

組まれていた可能性もある。 

また今後、鳥取市内の子ども向け映画興行についてさら

に詳細な研究を行うためには、上映プログラムの詳細に加

え、米子市や境港市など鳥取市外で行われていた「東映ま

んがまつり」や、「東宝チャンピオンまつり」など他社が

企画した子ども向け映画興行についても調査する必要が

あるだろう。 
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2.展覧会「見る場所を見る 3+」出品イラスト 

（新作のみ） 

 

 

Clara《ぴょんちゃん号》（2024） 

 

 

 

Clara《鳥取まんがまつり》（2024） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Clara《親子で映画鑑賞》（2024） 

 

 

※「見る場所を見る」では、地方映画史研究を行う上での

二重の困難――現存する資料が乏しく、また資料所有者と

出会う機会も限られていること――を解消し得る手段と

して、「イラストレーション・ドキュメンタリー」と名づ

けた方法論を構築・実践してきた。プロジェクトの開始か

ら 2024 年現在まで、イラストの制作は鳥取を拠点に活動

するイラストレーターの Clara が担当している。 

イラストレーション・ドキュメンタリーとは、資料調査

を踏まえて過去に存在した事物を再現したイラスト作品

を制作し、その展示・公開を通じて鑑賞者の記憶を引き出

し、さらなる情報提供や資料提供につなげていくサイクル

を形成するための方法論である。詳しくは、佐々木友輔・

杵島和泉「イラストレーション・ドキュメンタリー――地

方映画史を記述するための方法論」（『鳥取大学地域学部紀

要』第 20 巻 1 号、2023 年 8 月）を参照。 
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